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見出し 写真 見出し 写真
朝　日 34 13 55 26
読　売 27 13 47 20
毎　日 30 16 50 15
産　経 24 13 44 12
日　経 22 ９ 47 13
神　戸 28 10 56 20































見出し 写真 見出し 写真 見出し 写真
朝　日 34 8 38 8 26 2
読　売 24 8 43 9 21 4
毎　日 19 8 33 10 25 11
産　経 23 5 45 11 18 7
日　経 27 4 42 11 14 1
神　戸 26 5 43 9 23 8




















































見出し 写真 見出し 写真 見出し 写真
朝　日 56 16 30 11 16 9
読　売 35 11 23 11 18 10
毎　日 38 7 21 5 12 6
産　経 34 9 29 8 13 5
日　経 27 4 24 4 10 2
神　戸 34 4 32 5 8 3











































































































































朝日 3510. 5→3410.19→2810.25） 1210. 5→1110.19→ 710.25）  710. 5→1310.19→1810.25）
読売 34 9.30→3210. 9→3310.20） 19 9.30→1310. 9→1310.20） 　――　　 710. 9→1710.20）
毎日 29 9.28→2910.16　　―― 18 9.28→ 910.16　　―― 　――　　1010.16　　――
産経 　――　　32.910.17　―― 　――　　1510.17　　―― 　――　　14.610.17　――
日経 　――　　3410.12→3310.25） 　――　　1610.12→1310.25） 　――　　1310.12→1710.25）
神戸 2410. 2→33.610.13　―― 14.810. 2→12.710.13　―― 　――　　 9.110.13　――
（61）
民有利になるといわれる。今回は前回同様、序盤の予測報道の内容がその後も
変わらずに推移し、最終的に解散前の国会勢力図とほぼ変わらない結果になっ
た。何のために解散総選挙を行ったのか、そんな疑問が浮かぶのも無理はない。
「森友・加計問題」などで国民の支持を失いかけていた安倍首相があらためて
国民の審判を受けて政権の固め直しを図った選挙でしかなかったともいえる。
首相は解散直後、自公与党の勝敗ラインは過半数（233）との姿勢を示したが、
そのラインをはるかに超える大勝となった。
　選挙結果は公示前後の序盤情勢ととともに表れていたことになる。自民中心
の現政治体制を維持したいとする有権者の意識は変わらなかったのである。と
いうことは、今回の新聞の選挙報道は有権者の投票行動に何ら影響を与えな
かったのだろうか。それとも何らかの形で影響を与えたととらえられるのだろ
うか。答えを出すには大規模で詳細な調査研究が必要となるだろう。しかし、
今選挙ではとりわけ希望と立憲の動きに報道が集中したことをみると、政党と
党首の露出度を含めた報道内容の変化が有権者の投票行動に少なからず影響を
与えた可能性もあるのではないか、と考える。
　冒頭で引用したように、全国15紙による共同調査の結果をあらためて取り上
げたい。投票先を決めた時期について尋ねた質問に対し「投票日まで１週間以
内」と答えた人が政党で53.4％、候補者で54.9％となり、「公示日より前」の
政党27.6％、候補者23.1％を上回った。有権者の多くは選挙戦の中盤から終盤
にかけて投票先を決めたとみることができる。
　さらに、新聞読者の大半が「新聞を参考に投票先を決めた」と答えている。
選挙終盤にかけての新聞報道が有権者の意思を動かすきっかけになった可能性
はある。公示前後は「小池・希望」の露出度が圧倒的に高く、公示後は一転し
て安倍・自民の露出度が増した調査結果をみると、公示以降の各紙の選挙報道
が投票行動に影響した可能性は捨てきれない。公示直前に新党を立ち上げた「枝
野・立憲」が各紙の予想を超えて議席を伸ばした結果についても、終盤にかけ
て紙面の露出度が高くなったことと関連性があるのではないか、と考える。
（62）
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